
ア
ス
パ
ラ
っ
て

こ
ん
な
ふ
う
に

こ
ん
な
ふ
う
に

で
き
る
ん
だ
ね

で
き
る
ん
だ
ね
！！



本宮市の土地利用を考える
市の土地利用の指針とするため、市民の皆さんのご意見などを反映させながら、
平成26年3月の市議会の議決を経て、『本宮市国土利用計画』を策定しました。

本
宮
市
は
、
江
戸
時
代

に
奥
州
街
道
の
宿
場

町
と
し
て
栄
え
た
歴
史
を
持

ち
、
古
く
か
ら
交
通
の
要
衝

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在

も
、
磐
越
自
動
車
道
が
交
わ

る
郡
山
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
に

近
く
、
東
北
自
動
車
道
と
国

道
４
号
が
南
北
に
走
り
、
陸

の
港
と
し
て
発
展
し
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、

東
西
の
郊
外
か
ら
中
心
市
街

地
や
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
な

ど
、
定
住
基
盤
整
備
な
ど
の

課
題
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
震
災
後
、
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
や
人
口
減
対

策
な
ど
、
土
地
利
用
に
対
す

る
期
待
は
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

震
災
後
の
復
興
や
、
地
域

の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
そ

う
い
っ
た
本
宮
市
の
地
域
性

の
ほ
か
、
自
然
環
境
、
歴
史

を
ふ
ま
え
、
土
地
利
用
に
つ

い
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

今
あ
る
土
地
を
守
る

　

豊
か
な
自
然
を
守
り
、
人
間

活
動
と
自
然
と
が
調
和
し
た
土

地
利
用
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

農
用
地
は
計
画
的
に
土
地
利
用

を
進
め
、
耕
作
放
棄
地
は
普
通

畑
や
採
草
放
牧
地
と
し
て
有
効

利
用
し
保
全
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
中
心
市
街
地
は
、
快

適
な
生
活
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

ま
ち
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
と

し
て
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

新
し
い
土
地
利
用
の
創
造

　

恵
ま
れ
た
交
通
条
件
を
活
用

し
、
本
宮
Ｉ
Ｃ
周
辺
・
国
道
４

号
な
ど
の
幹
線
道
路
沿
い
と
白

沢
地
区
に
工
業
用
地
を
選
定

し
、
産
業
開
発
を
積
極
的
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
街
地
の
住
環
境
整

備
と
民
間
活
力
を
生
か
し
新
た

な
住
宅
地
造
成
を
計
画
的
に
誘

導
し
、
定
住
に
つ
な
が
る
土
地

利
用
を
促
進
し
ま
す
。

震
災
か
ら
の
復
興

　

災
害
に
対
す
る
地
域
ご
と
の

特
性
を
考
え
た
「
防
災
」
の
強

化
に
加
え
、
被
災
時
の
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
「
減

災
」
を
ふ
ま
え
て
、
地
域
か
ら

市
全
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階

で
、
土
地
の
安
全
性
を
総
合
的

に
高
め
る
よ
う
取
り
組
み
ま

す
。

　

ま
た
、
土
地
利
用
に
大
き
く

影
響
を
及
ぼ
す
放
射
性
物
質
に

つ
い
て
は
、
除
染
を
強
力
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

 現状
　　 と
　　　課題

STEP1

 今後
　　 の
　　　方針

STEP2

2広報もとみや８月号

平成12年度 平成２2年度

森林面積の変化

2,845ha2,845ha 2,702ha2,702ha

10年間で
約5.0％減



　本宮市商工会  会長

　小沼  貞彦 さん
（株）白岩屋商店  代表取締役。
本宮市国土利用計画審議会  副会長。

本宮の地の発展には住民のチカラが必要
　本宮は、福島の交通の要衝、物流の基地、生活の基地として発
展してきました。工業団地を中心に企業も多く、震災後も進出企
業が１２社入ってきています。
　商店街では、私が小学生の頃まで旧道沿いにあふれていた店々
が、約２０年前には半分に減ってしまっていました。その後、平
成１５年～１８年の旧道道路拡張で、精肉店や理容店、青果店な
ど店が増えました。
　近年では、商店街の人たちが中心となって運営するモットコム
もとみやによる FM放送やさまざまなイベント企画を行ってい
ます。さらには、子育て支援商業施設 ｢ソレイユもとみや｣のオー
プンなどにぎわいづくりは広がってきています。本宮の地を発展
させていくには、官民が協力し、住民の人たちが力を合わせたま
ちづくりも大切になってくるのではないではないでしょうか。

土
地
使
用
の
目
標
を

　

平
成
22
年
度
を
基
準
に
平
成

32
年
度
ま
で
の
目
標
を
定
め
、

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

土
地
利
用
の
基
本
構
想
に
基
づ

く
各
利
用
区
分
の
目
標
規
模
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。

土地の利用目的に応じた区分ごとの規模の目標 単位：ha（％）

 目標
　　 と
　　　計画

STEP3

地
域
そ
れ
ぞ
れ
に
合
う
計
画

　

市
を
構
成
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
自
然
的
、
社
会
的
、
経

済
的
、
文
化
的
諸
条
件
を
考
慮

し
て
、
５
つ
の
地
区
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
現
況
を
分
析
し
、

計
画
を
立
て
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
全
文
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
▼

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

政
策
推
進
課　

政
策
推
進
係

　
（
内
線
２
１
８
）

▲本宮市の自然を守りながら、新たな土地利用を
推進します

URL:http://www.city.motomiya.lg.jp/soshiki/2/

kokudoriyou.html3 広報もとみや８月号

区分 平成22年度現在 平成32年度目標 増減

農用地 2,356（26.8％） 2,288（26.0％） ▲68（▲0.8％）

農地 2,338（26.6％） 2,270（25.8％） ▲68（▲0.8％）

採草放牧地 18（  0.2％） 18（  0.2％） 0（　0.0%）

森林 2,702（30.7％） 2,679（30.5％） ▲23（▲0.2％）

原野 25（  0.3％） 25（  0.3％） 0（　0.0％）

水面・河川・水路 312（  3.6％） 312（  3.6％） 0（　0.0％）

道路 952（10.8％） 962（10.9％） 10（　0.1％）

宅地 859（  9.8％） 926（10.5％） 67（　0.7％）
住宅地 424（  4.8％） 452（  5.1％） 28（　0.3％）

工業用地 123（  1.4％） 147（  1.7％） 24（　0.3％）

その他の宅地 312（  3.6％） 327（  3.7％） 15（　0.1％）

その他 1,588（18.0％） 1,602（18.2％） 14（　0.2％）

合計 8,794 8,794 －



4広報もとみや８月号

TOPICSTOPICS題話

納
税
功
労
者
の
皆
さ
ん
に
表
彰

納
税
功
労
者
の
皆
さ
ん
に
表
彰

　

６
月
24
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
た
本
宮
市
納
税
貯

蓄
組
合
連
合
会
総
会
で
、
納
税
功
労
者
表
彰
と
5
年

継
続
完
納
納
税
貯
蓄
組
合
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

納
税
功
労
者
表
彰
で
は
、
長
年
、
納
税
貯
蓄
組
合

長
を
務
め
ら
れ
た
小
野
進
さ
ん
（
仁
井
田
字
下
ノ
原
）

と
斎
藤
正
博
さ
ん
（
高
木
字
大
学
）
に
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
年
継
続
完
納
納
税
貯
蓄
組
合
表
彰
は
、

小
池
納
税
貯
蓄
組
合
が
受
賞
さ
れ
遠
藤
和
恵
組
合
長

（
青
田
字
太
子
堂
）
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
を
視
察

ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
を
視
察

　

６
月
16
日
、
衆
議
院
の
東
日
本
大
震
災
復
興
特

別
委
員
会
委
員
の
皆
さ
ん
10
人
が
、
ス
マ
イ
ル

キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
の
屋
内
あ
そ
び
場
と
、
現
在
建
設

中
の
「
記
念
樹
の
杜
」
屋
外
あ
そ
び
場
を
視
察
さ

れ
ま
し
た
。

　

委
員
の
皆
さ
ん
は
、
屋
内
あ
そ
び
場
内
の
砂
場

や
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
な
ど
を
見
て
回
り
ま
し
た
。
ま

た
、
現
在
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
屋
外
あ
そ
び
場

も
視
察
さ
れ
、
今
後
の
復
興
の
参
考
と
し
た
い
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

地
域
の
チ
カ
ラ
で
明
る
い
社
会
を

地
域
の
チ
カ
ラ
で
明
る
い
社
会
を

　

７
月
１
日
、
Ｊ
Ｒ
本
宮
駅
前
で
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
の
街
頭
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
地
域
の
力
で
犯
罪

や
非
行
を
防
ぎ
、
犯
罪
か
ら
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
の
全
国
一
斉
の
運
動
で
す
。

　

本
宮
・
大
玉
地
区
の
保
護
司
会
や
更
生
保
護
女

子
会
の
皆
さ
ん
な
ど
が
、
通
勤
・
通
学
の
皆
さ
ん

に
標
語
入
り
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り
、
街
頭
運
動
を

行
い
ま
し
た
。

▲早朝、本宮駅前で通勤・通学途中の皆さんに向け街頭運動を行いました

▲屋内あそび場で子どもたちが元気に遊ぶ姿を視察する委員の皆さん

▲10年間継続し、納税貯蓄組合長を務めていただいた小野さんを表彰



5 広報もとみや８月号

TOPICSTOPICS題話

　6月27日、本宮13区ふれあいサロンの要請を受
け、本宮13区集会所でまちづくり出前講座 ｢市長
の話を聞いてみたい｣ が行われました。会場には
約40人が集まり、市政について耳を傾け、将来の
本宮について市長と意見交換をしました。
　まちづくり出前講座は、このほかにも教育・福祉・
まちづくりなどさまざまなメニューがあり、それぞ
れの市の担当を派遣します。ぜひご利用ください。
◆問い合わせ先
　秘書広報課　広報広聴係（内線２２４）

「
安
全
と
安
心
を
Ｐ
Ｒ
」

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

ま
だ
、
梅
雨
明
け
と
は
な
り
ま
せ
ん

が
、
夏
を
感
じ
さ
せ
る
日
も･･････

。

　

暑
中
御
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
日
の
台
風
８
号
の
影
響
で
梅
雨
前

線
が
刺
激
さ
れ
た
た
め
に
、
本
市
で
は

７
月
９
日
に
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。
降

り
始
め
か
ら
の
総
雨
量
は
本
宮
地
区
で

89
㍉
、
白
沢
地
区
で
95
㍉
を
記
録
し
ま

し
た
が
、
幸
い
に
も
大
き
な
被
害
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

本
市
で
は
台
風
に
備
え
て
、
早
期
に

初
動
体
制
を
整
え
、
市
内
の
パ
ト
ロ
ー

ル
や
避
難
所
開
設
の
準
備
な
ど
を
行
い

ま
し
た
が
、
本
宮
市
へ
の
影
響
は
少
な

く
安
心
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
台

風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
ま
た
ゲ
リ
ラ
豪

雨
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
水
路
や

河
川
の
増
水
、
土
砂
災
害
が
心
配
さ
れ

ま
す
の
で
、
気
象
情
報
や
市
か
ら
の
お

知
ら
せ
に
ご
注
意
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
７
月
19
日
に
本
宮
市
が
加
盟

す
る
「
全
国
へ
そ
の
ま
ち
協
議
会
」
の

総
会
が
全
国
か
ら
７
市
町
村
を
迎
え
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
が
安
全
・
安
心
の
ま
ち
で
あ
る

こ
と
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も

に
、
万
一
、
災
害
発
生
時
に
は
「
へ
そ
」

で
結
ば
れ
た
絆
の
も
と
で
、
応
急
対
策

や
復
旧
活
動
等
に
必
要
な
措
置
を
講
じ

る
こ
と
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
い
た
だ
い
た
各
市
町
村

長
の
皆
様
と
「
定
住
促
進
に
関
す
る
各

市
町
村
の
取
組
み
」
に
つ
い
て
、
意
見

交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
有
意
義
な

総
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
19
日
、
20
日
の
２
日
間
、
み

ず
い
ろ
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
も

と
み
や
麦
酒
＆
元
気
い
き
い
き
交
流

フ
ェ
ス
タ
」
会
場
に
お
い
て
、
本
宮
市

の
食
の
安
全
・
安
心
Ｐ
Ｒ
、
そ
し
て
、

全
国
へ
そ
の
ま
ち
協
議
会
加
盟
市
町
村

と
友
好
都
市
の
上
尾
市
か
ら
も
参
加
を

い
た
だ
き
、
交
流
都
市
８
市
町
村
の
観

光
Ｐ
Ｒ
と
特
産
品
な
ど
の
即
売
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
心
配
い
た
し
ま
し
た
雨

の
影
響
も
な
く
、
両
日
と
も
多
く
の

方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
盛
大
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

８
月
盆
に
は
「
第
８
回
本
宮
市
夏
ま

つ
り
」
が
15
日
・
16
日
も
と
み
や
会
場
、

15
日
し
ら
さ
わ
会
場
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
盛
り
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
の
ご

参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

暑
さ
が
厳
し
い
季
節
で
す
。
ま
た
、

熱
中
症
が
起
こ
り
や
す
い
時
期
で
も
あ

り
ま
す
の
で
、
体
調
管
理
に
充
分
ご
留

意
の
う
え
、
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

 

（
７
月
22
日
執
筆
）

　えぽか（本宮市民元気いきいき応援プラザ）が、
日本建築学会東北支部主催の第34回東北建築賞
の特別賞を受賞しました。
　応募作品26点のうち、えぽかは、震災以降の福
島県にある公共の子育て施設として、市民に評価
され地域への貢献が高いことが認められ受賞しま
した。6月21日に日本大学工学部で行われた表彰
式で、表彰状が授与されました。

こんにちは！市長ですこんにちは！市長です vol. 2４

本宮市長
高松義行

本宮13区で出前講座本宮13区で出前講座えぽかが特別賞を受賞えぽかが特別賞を受賞

▲表彰状を受け取るえぽか設計を担当した ( 有 ) 阿部直人建築
研究所 阿部直人さん（中央）と渡辺保健福祉部長（右）

▲市長を囲んで記念撮影をする13区の皆さん。この日のため
に練習してきたという余興も披露されました



6広報もとみや８月号

カ メ ラ 散 歩 まちの
ホットな話題

秘書広報課広報広聴係
☎33－1111（内線 224）

カメラ散歩では、皆さんの「ホットで楽しい」話題を掲載しています。皆さんからの情報もお待ちしています。

楽
を
通
し
た
福
祉
活
動

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
七
夕
歌
謡
音
楽
ま
つ
り

　

7
月
6
日
、
福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
七
夕
歌

謡
音
楽
ま
つ
り
が
サ
ン
ラ
イ
ズ
も
と
み
や
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
は
本
宮
歌
謡
音
楽

愛
好
会
。
会
員
を
は
じ
め
と
し
た
、
全
43
組

の
皆
さ
ん
が
自
慢
の
の
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
に
は
、
約
２
０
０
人
の
観
客

の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」

を
合
唱
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
集
ま
っ

た
募
金
は
、
全
額
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

気
で
す
還
暦
野
球
！

磐
越
道
沿
線
親
善
軟
式
野
球
大
会

　

7
月
6
日
、
磐
越
自
動
車
道
沿
線
市
町
村

の
還
暦
野
球
チ
ー
ム
の
親
善
大
会
で
あ
る
磐

越
道
沿
線
軟
式
野
球
大
会
が
、
本
宮
市
と
二

本
松
市
の
３
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

福
島
県
7
チ
ー
ム
、
新
潟
県
８
チ
ー
ム
の

全
15
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

本
宮
市
は
、
本
宮
ま
ゆ
み
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

が
出
場
し
、
２
試
合
を
戦
い
ま
し
た
。

　

県
や
市
町
村
の
垣
根
を
越
え
て
、
交
流
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

宮
を
走
る
！

Ｓ
Ｌ
福
島
プ
レ
Ｄ
Ｃ
号

　

6
月
28
日
と
29
日
の
２
日
間
、
来
年
開
催

の
ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
東

北
本
線
「
郡
山
駅
」
か
ら
「
福
島
駅
」
を
走

る
Ｓ
Ｌ
福
島
プ
レ
Ｄ
Ｃ
号
の
運
行
が
行
わ

れ
、
本
宮
の
ま
ち
を
Ｓ
Ｌ
が
走
り
抜
け
ま
し

た
。
本
宮
駅
で
は
、
地
元
バ
ン
ド
・
フ
ァ
ジ
ー

ネ
ー
ブ
ル
や
安
達
太
良
太
鼓
の
演
奏
で
Ｓ
Ｌ

を
お
出
迎
え
し
ま
し
た
。
駅
や
沿
線
に
は
多

く
の
皆
さ
ん
が
詰
め
掛
け
、
Ｓ
Ｌ
の
煙
や
汽

笛
、
力
強
い
走
り
を
体
感
し
て
い
ま
し
た
。

本

元

音

▲本宮駅ホームには多くの人が。下りは15分間、上りは32分間停車
しました

▲しらさわグリーンパークで行われた本宮まゆみクラブの試合。ピッチャー
の大内さんが力投しました

▲今年で23回目のイベント。多くの出演者が歌いました
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ナ
グ
マ
現
る
！

ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
屋
外
あ
そ
び
場

　

現
在
建
設
中
の
ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク

｢

記
念
樹
の
杜｣

屋
外
あ
そ
び
場
に
、
６
月

23
日
、
ア
ナ
グ
マ
が
ひ
ょ
っ
こ
り
姿
を
現
し

ま
し
た
。
ま
る
で
工
事
の
進
み
具
合
を
確
認

し
に
来
た
か
の
よ
う
に
…
。
目
撃
者
に
よ
る

と
、
ほ
ん
の
少
し
の
間
現
場
を
な
が
め
て

ゆ
っ
く
り
と
林
の
中
に
消
え
て
い
っ
た
そ
う

で
す
。
現
場
の
方
の
話
に
よ
る
と
、
ほ
か
に

も
、
野
ウ
サ
ギ
、
リ
ス
、
タ
ヌ
キ
な
ど
が
目

撃
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

公
園
完
成
後
も
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
あ
そ

び
に
き
た
子
ど
も
た
ち
の
前
に
姿
を
現
す
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

野
菜
を
収
穫

相
模
女
子
大
学
生
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

　

７
月
５
日
、
６
日
の
両
日
、
神
奈
川
県
の

相
模
女
子
大
学
の
学
生
８
人
が
本
宮
市
を
訪

れ
、
放
射
能
除
染
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
農
作
物
の
安
全
性
の
研
修
や
農
業
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、
２
日
間
に
わ
た
り
、
学
生
運

営
の
農
園
「
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
」
で
、

草
む
し
り
や
、
ナ
ス
や
ピ
ー
マ
ン
、
イ
ン
ゲ

ン
な
ど
の
夏
野
菜
の
収
穫
に
汗
を
流
し
た

後
、
市
内
の
農
家
民
宿
に
宿
泊
し
ま
し
た
。

晴
美
さ
ん
が
熱
唱
！

本
宮
映
画
劇
場
で
ラ
ジ
オ
公
開
生
放
送

　

6
月
24
日
、
本
宮
映
画
劇
場
で
ラ
ジ
オ
福
島
の
番
組
「
か
っ

と
び
ワ
イ
ド
」
の
公
開
生
放
送
が
行
わ
れ
、
鏡
田
辰
也
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
と
ゲ
ス
ト
歌
手
の
紅
晴
美
さ
ん
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

番
組
で
は
、
劇
場
の
紹
介
や
館
長
の
田
村
修
司
さ
ん
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
放
送
し
た
ほ
か
、
田
村
さ
ん
た
っ
て
の
願
い

で
あ
っ
た
紅
晴
美
さ
ん
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

　

生
放
送
に
訪
れ
た
多
く
の
皆
さ
ん
は
、
昔
懐
か
し
い
映
像
や

紅
さ
ん
の
歌
声
に
絶
え
間
な
い
拍
手
を
送
り
、
１
０
０
年
を
迎

え
た
劇
場
を
祝
い
ま
し
た
。

紅

夏

ア

▲大きく育った野菜に思わず笑みがこぼれます

▲見事アナグマをとらえた写真。黒と茶色のコントラストが印象的

１．インタビューを受ける田村館長（中
央）。劇場入口には昔懐かしい映画の
ポスターがたくさん貼ってあります

２．熱唱する紅さん。劇場で歌が披露
されるのは三波春夫さん以来約55
年ぶり！

❶❶

❷❷
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みんなのひろば
「妻と二人の北海道」

私の随想録

【趣味】月１回ペースの山登り。
通勤列車の中と睡眠用の読書。草
との戦い家庭菜園。唄うよりも聴
くことの多くなった民謡。孫娘と
遊ぶこと。
【将来の夢】孫娘とのピアノ連弾

鈴木　文男さん
FUMIO SUZUKI

（荒井字荒井）

今月の人
　

７
月
の
初
旬
、
後
方
羊
蹄

山
（
し
り
べ
し
や
ま
１
，
８
９

８
メ
ー
ト
ル
、
よ
う
て
い
ざ
ん
）

に
登
る
た
め
、
青
函
フ
ェ
リ
ー

を
利
用
し
て
北
海
道
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
山
は
円
錐

形
の
独
立
峰
で
地
元
で
は
蝦

夷
（
え
ぞ
）
富
士
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

  

北
の
国
の
夜
明
け
は
早
く
、

小
鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
に
励

ま
さ
れ
て
４
時
に
登
り
始
め
、

　

本
宮
の
街
中
で
最
近
特

に
、
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
う

ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
今

年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
、
子
育
て
の

広
場
の
「
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ

ば
」
で
す
。

　

さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば
は
そ

れ
ま
で
、
白
沢
公
民
館
で
５

年
間
開
か
れ
て
い
ま
し
た

が
、
ま
ち
ん
な
か
子
育
て
支

援
商
業
施
設
「
ソ
レ
イ
ユ
も

と
み
や
」
の
オ
ー
プ
ン
に
合

わ
せ
、
装
い
を
新
た
に
再
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

室
内
は
と
て
も
広
く
、
い

ろ
ん
な
遊
具
が
並
ぶ
あ
そ
び

の
ひ
ろ
ば
や
、
自
由
に
落
書

き
を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る

▲ニッセイ財団などさまざまな団体から遊具
の寄付をいただいています

落
書
き
コ
ー
ナ
ー
、
２
階
か

ら
１
階
へ
向
か
っ
て
滑
り
落

ち
る
す
べ
り
台
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
が
元
気
に
楽
し
く
遊

べ
る
し
か
け
が
満
載
で
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
家
族
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
場
所
を

提
供
し
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
室
内
に
は
親
御
さ
ん
が

座
っ
て
談
話
で
き
る
よ
う
イ

ス
が
多
く
配
置
さ
れ
て
い
た

り
、
授
乳
・
お
む
つ
交
換
室

や
託
児
室
（
託
児
は
、
登
録

者
に
限
り
）
も
完
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
月
に
１
回
の

お
た
ん
じ
ょ
う
会
や
、
保
健

師
に
よ
る
相
談
会
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
も
催
さ
れ
、
親
子
の

集
い
の
広
場
と
し
て
ま
す
ま

す
活
躍
し
て
い
ま
す
。

下
り
て
き
た
の
は
妻
が
足
を
痛
め
た

た
め
午
後
３
時
で
し
た
。
天
候
は
ほ

と
ん
ど
が
曇
り
で
し
た
が
多
く
の
人

た
ち
が
登
っ
て
い
ま
し
た
。

  

８
合
目
を
過
ぎ
て
樹
林
帯
を
抜
け

る
と
、
黄
色
系
で
は
ウ
コ
ン
ウ
ツ
ギ
、

エ
ゾ
カ
ン
ゾ
ウ
、キ
バ
ナ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、

ピ
ン
ク
系
で
は
エ
ゾ
ノ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
、

イ
ワ
ブ
ク
ロ
、
ハ
ク
サ
ン
チ
ド
リ
、
そ

の
ほ
か
青
や
白
の
花
々
が
咲
き
誇
り
、

し
ば
し
疲
れ
を
忘
れ
ま
し
た
。

  

山
頂
は
、
深
さ
が
２
０
０
メ
ー
ト

ル
、
一
周
す
る
の
に
１
時
間
以
上
か

か
る
お
釜
（
噴
火
口
）
の
東
端
で
、

登
山
口
か
ら
６
時
間
か
か
り
ま
し
た
。

　

下
る
途
中
、
シ
マ
リ
ス
が
目
の
前

を
横
切
り
、
雲
海
に
浮
か
ぶ
ニ
セ
コ

ア
ン
ヌ
プ
リ
（
１
，
３
０
８
メ
ー
ト

ル
）
の
秀
麗
な
山
容
が
心
に
残
り
ま

し
た
。

  

翌
日
、
五
色
温
泉
か
ら
一
人
で
ニ
セ

コ
ア
ン
ヌ
プ
リ
に
登
り
、
青
空
に
そ

び
え
る
羊
蹄
山
の
雄
姿
に
感
動
し
ま

し
た
。
そ
の
間
妻

は
湯
治
を
し
て
い

ま
し
た
。

  

船
中
一
泊
、
北

海
道
三
泊
、
走

行
距
離
１
，
５
０

０
㌔
超
の
妻
と
二

人
の
旅
を
無
事

終
え
ま
し
た
。

　

来
月
は
、
藤
原
正
親
さ
ん
（
稲
沢

字
春
日
）
の
予
定
で
す
。
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秘 情報
エフエ ム モ　ッ　ト コム

《パーソナリティ紹介》
◆ラジオネーム：
　とにー
◆本　名：
　常磐　梨花
◆出　身：浪江町
◆趣　味：DVDを見ること
（連続もの）、
　サービスエリアめぐり

◆担当番組：おもしろヒルミネーション
　　　　　　（毎週火曜日　午前11時00分
　　　　　　　　　　　　　　～午後0時55分）
◆リスナーに一言：
　４月から火曜日のおもしろヒルミネーションを
担当しています。浪江町の人間として、本宮と
浪江をつないでいける存在でありたいと思って
います。

リティ紹介》

あの声は、私です…

■
新
し
い
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
を

　
「
社
交
ダ
ン
ス
ま
ゆ
み
」
は
、
発
足

し
た
ば
か
り
の
新
し
い
社
交
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル
で
す
。
元
々
は
、「
レ
ッ
ツ

リ
ー
ブ
ス
」
と
し
て
10
年
近
く
活
動

し
て
い
た
の
で
す
が
、
も
っ
と
社
交

ダ
ン
ス
を
広
め
て
い
き
た
い
と
の
思

い
で
、
今
回
、
社
交
ダ
ン
ス
ま
ゆ
み

を
発
足
し
ま
し
た
。
９
月
５
日
、
12

日
、
19
日
、
26
日
の
毎
週
金
曜
日
午

後
７
時
か
ら
中
央
公
民
館
で
ダ
ン
ス

講
習
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

私
加
藤
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
０
9
０
―
３
３
６
６
―
３
５
８
０
）

■
ダ
ン
ス
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い

　

私
が
社
交
ダ
ン
ス
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
、
20
代
の
頃
出
会
っ
た
中
央

公
民
館
で
の
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
で
し

た
。
そ
れ
か
ら
38
年
近
く
続
け
、
ダ

ン
ス
教
師
の
資
格
を
取
り
、
指
導
に

も
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
最
近
で
は
世
の
中
的
に
、

社
交
ダ
ン
ス
を
す
る
人
が
少
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
９
月
に
行

う
ダ
ン
ス
講
習
会
も
、
そ
う
し
た
風

潮
に
合
わ
せ
て
、
一
人
で
も
踊
れ
る

よ
う
な
指
導
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
60
歳
か
ら
で
も
ダ

ン
ス
を
始
め
る
に
は
遅
く
は
あ
り
ま

せ
ん
！
老
若
男
女
問
わ
ず
ど
な
た
で

も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
一
緒
に
素
敵

な
ス
テ
ッ
プ
を
覚
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
毎
週
金
曜
日

に
ダ
ン
ス
教
室
を
開
い
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

■
わ
た
し
の
趣
味

　

ダ
ン
ス
の
ほ
か
に
毎
週
木
曜
日
は

ア
ト
ム
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
と
い
う
テ
ニ
ス

サ
ー
ク
ル
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
長

年
共
に
テ
ニ
ス
を
す
る
メ
ン
バ
ー
た

ち
と
い
っ
し
ょ
に
、
夏
は
白
沢
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
、
冬
は
総
合
体
育
館
で
汗

を
流
し
て
い
ま
す
。

Interview No.51

活躍人訪問
社
交
ダ
ン
ス
ま
ゆ
み

代
表  

加
藤　

誠 

さ
ん

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
本
宮
い
ど
ば

　

た
会 

さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば
】

・
本
宮
市
本
宮
字
中
條
16

　

ま
ち
ん
な
か
子
育
て
支
援

　

商
業
施
設
「
ソ
レ
イ
ユ
本
宮
」

・
火
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　

10
時
〜
16
時

・
０
９
０
―
１
３
７
５
ー
６
９
５
６

　

０
９
０
―
１
３
７
５
ー
６
８
３
７

・
広
場
は
１
年
登
録
制
で
す

（
登
録
料
５
０
０
円
）。
体
験

は
無
料
で
す
の
で
、
ま
ず
は

広
場
へ
来
て
み
て
く
だ
さ

い
。

▲ダンス指導を行う加藤さん

▲栄養士指導の食育講演会。親子でごはんを楽しみます
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国
保

KO
KU
H
O
N
EN
KIN
D
A
YO
RI

だ
よ
り

年
金

高
額
療
養
費
は
入
院
前
の
申
請
が
便
利

所得区分ごとの医療費限度額

所得区分 3回目までの限度額 4回目以降の限度額
（※2）

一般
80,100円＋（医療費
－267,000円）×1％

44,400円

上位所得者（※1）
15,000円＋（医療費
－500,000円）×1％

83,400円

住民税非課税世帯 35,400円 24,600円

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

申請者

年金事務所

市役所
（年金事務所）

①免除の申請

②審査依頼

③承認or却下

■
窓
口
で
の
支
払
が
軽
減
さ
れ
ま
す

　

70
歳
未
満
の
方
が
入
院
し
た
と

き
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を

医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、

入
院
時
の
窓
口
で
の
支
払
い
が
限

度
額
ま
で
と
な
り
、
高
額
療
養
費

申
請
の
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

入
院
の
ご
予
定
の
あ
る
方
は
、

市
民
課
国
保
年
金
係
で
認
定
証
の

交
付
申
請
を
お
勧
め
し
ま
す
。（
社

会
保
険
等
に
加
入
し
て
い
る
方

は
、
ご
加
入
の
健
康
保
険
で
の
手

続
き
と
な
り
ま
す)

※
国
民
健
康

保
険
税
に
未
納
が
あ
る
場
合
、
こ

の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。　

■
す
で
に
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
へ

　

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
限
度
額

認
定
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日

ま
で
で
す
。
８
月
以
降
も
入
院
の

予
定
が
あ
る
方
は
、
再
度
申
請
が

必
要
で
す
の
で
、
保
険
証
と
印
鑑

（
認
印
）、
期
限
の
切
れ
た
認
定

証
を
持
参
の
上
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
平
成
27
年
１

月
に
高
額
療
養
費
制
度
の
改
正

が
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
有

効
期
限
は
平
成
26
年
12
月
31
日

ま
で
で
す
。

※
１　

上
位
所
得
者
と
は
、
国

民
健
康
保
険
税
の
算
定
の
基
礎

と
な
る
基
礎
控
除
後
の
総
所
得

金
額
が
６
０
０
万
円
を
超
え
る

世
帯
で
す
。
所
得
の
申
告
を
し

て
い
な
い
方
が
い
る
世
帯
も
上

位
所
得
者
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

※
２　

過
去
12
カ
月
間
に
、
１

つ
の
世
帯
で
高
額
療
養
費
の
支

払
が
４
回
以
上
あ
っ
た
場
合
の

４
回
目
以
降
の
限
度
額　
　
　

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

国
保
年
金
係

　
（
内
線
１
２
５
〜
１
２
７
）

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理

由
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
、
全
額
又
は
一

部
免
除
（
４
分
の
３
免
除
、
半
額

免
除
、
４
分
の
１
免
除
）
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。

■
免
除
ま
で
の
流
れ

　

免
除
の
申
請
を
す
る
と
、
免
除

を
申
請
さ
れ
る
方
と
そ
の
配
偶

者
、
世
帯
主
の
前
年
所
得
に
つ
い

て
年
金
事
務
所
で
審
査
し
、
所
得

■
免
除
の
期
間

　

免
除
は
、
現
在
平
成
26
年
７
月

分
か
ら
平
成
27
年
６
月
分
ま
で
の

申
請
が
で
き
ま
す
。
結
果
が
出
る

ま
で
期
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
特
例
に
よ
る
免
除

　

失
業
・
倒
産
・
事
業
の
廃
止
や

天
災
な
ど
に
あ
わ
れ
た
方
は
特
例

の
取
り
扱
い
に
な
り
ま
す
の
で
、

そ
の
こ
と
を
証
明
で
き
る
書
類

(
失
業
で
あ
れ
ば
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
や
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
な
ど)

を
添
え
て
市
民
課

額
に
よ
っ
て
免
除
の
承
認
、
も
し

く
は
却
下
が
判
定
さ
れ
、
結
果
の

通
知
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

国
保
年
金
係
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

■
一
部
免
除
に
な
っ
た
場
合
の
注
意
事
項

　

一
部
免
除
の
承
認
と
な
っ
た
場

合
、
そ
の
期
間
の
一
部
納
付
分
を

納
付
し
な
い
と
き
は
未
納
期
間
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
請
が
却

下
さ
れ
た
場
合
も
保
険
料
を
納
め

な
い
と
き
は
未
納
期
間
に
な
り
ま

す
。

■
平
成
26
年
１
月
１
日
時
点
で
他
市
町

村
に
住
民
登
録
の
あ
っ
た
方
に
つ
い
て

　

申
請
者
、
配
偶
者
、
世
帯
主
が

平
成
26
年
１
月
１
日
時
点
で
他
市

町
村
に
住
民
登
録
が
あ
っ
た
方

は
、
登
録
の
あ
っ
た
市
区
町
村
か

ら
平
成
26
年
度
（
平
成
25
年
分
）

所
得
証
明
書
を
取
得
し
、
免
除
申

請
書
に
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

国
保
年
金
係

　

☎
33
―
１
１
１
１

　
（
内
線
１
２
５
〜
１
２
７
）

　

東
北
福
島
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
４
―
５
３
５
―
０
１
４
１

　
　
（
自
動
音
声
案
内
）
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　高齢者の介護での困り事や、高齢者への
虐待に気づきましたら、悩まず・ためらわ
ず地域包括支援センターにご相談・ご連絡
ください。

　◆問い合わせ先　
　　高齢福祉課（えぽか内）　
　　地域包括支援センター
　　☎63－2780

お
年
寄
り
へ
の
虐
待
を
防
ぐ

お
年
寄
り
へ
の
虐
待
を
防
ぐ

地域包活支援センターだより

本
宮
市
は
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
高
齢
者
が
地
域
の

中
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
維
持
し
て
、
安
心
し
て

生
活
が
で
き
る
よ
う
高
齢
者
虐
待
を
防
止
し
、
高
齢
者
を

支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

誰もが、どこでも。自分らしく普通の生活を送れるように

高齢者虐待防止法では、高齢者への虐待を大きく５５つに分けています

１．身体的虐待

　高齢者の身体に外傷が生じる、または生
じるおそれのある暴行を加えること。
（具体的な例：たたく・つねる・殴る・蹴る・
やけどを負わせる・ベッドに縛りつけたり
して身体を拘束するなど）

２．介護・世話の放棄・放任
　高齢者を衰弱させるような著しい減食、
長時間の放置など、高齢者の養護を著しく
怠ること。
（具体的な例：髪が伸び放題、皮膚が汚れて
いる。空腹状態が続く、脱水症状や栄養失
調の状態にあるなど）

３．心理的虐待
　高齢者に対する著しい暴言、著しく拒絶
的な対応など、高齢者に著しい心理的外傷
を与える言動を行なうこと。
（具体的な例：排泄などの失敗に対して高齢
者に恥をかかせる、怒鳴る、ののしる、子
ども扱いをするなど）

４．性的虐待
　高齢者にわいせつな行為をすること、ま
たは高齢者にわいせつな行為をさせるこ
と。（具体的な例：懲罰的に下半身を裸にし
て放置するなど）

５．経済的虐待
　高齢者の財産を不当に処分するなど、高
齢者から不当に財産上の利益を得ること。
（具体的な例：日常生活に必要な金銭を渡さ
ない、使わせない、本人の年金・預貯金な
どを本人の意思・利益に反して使用するな
ど）
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学学び・び・文文化・化・スポーツの広場スポーツの広場 ◆問い合わせ先
生涯学習センター（中央公民館内）
中央公民館図書室
本宮字矢来39－1 ☎33－2611
白沢公民館
白岩字堤崎500 ☎44－2350
しらさわ夢図書館
白岩字堤崎500 ☎44－2112The CORNER of LEARNING / CULTURE / SPORTS

しらさわ夢図書館のおはなし会
■赤ちゃん・妊婦さんおはなし会
　と　き：8月29日（金）11：00～11：30
　 対　象：妊婦さんとその家族、赤ちゃん
（０・１・２才くらいまで）とその保護者

■ドリームおはなし会
　と　き：8月24日（日）11：00～11：30
　対　象：幼児～小学生とその保護者、　一般
※おはなし会などの内容については、お問い合せください。

＊絵本・児童書・紙芝居＊

・朝日ジュニア学習年鑑２０１４ …教育ジュニア編集部
・こたえはひとつだけ …………立原えりか
・みみをすませて ………………和歌山静子
・しゅつどう！はしごしゃノビールくん …ミノオカ　リョウスケ
・むしのあいうえお ………………今森光彦
・こがねむしのぶいぶい………高家博成
・わっせわっせあせレンジャー …荒木文子
・てがみぼうやのゆくところ ……加藤晶子
・クワガタムシ・カブトムシ ………小池啓一

＊一般書・実用書＊

・代償……………………………伊岡　瞬
・石井桃子のことば ……………中川李枝子
・震災と民話 ……………………石井正己
・歯みがき革命！……………吾妻美夕紀
・結婚したらしっかり考えたいお金のこと …竹下さくら
・会津の野仏……………………滝沢洋之
・山師入門………………………成谷俊明
・約束の海………………………山崎豊子
・豆の上で眠る…………………湊かなえ
・女のいない男たち……………村上春樹

押
し
花
を
使
っ
た
小
物
づ
く
り

〜
生
涯
学
習
講
座
〜

　

中
央
公
民
館
で
は
、
押
し
花
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
鈴
木
九
良
子
先
生
を
迎
え
、

６
月
９
日
か
ら
３
回
コ
ー
ス
で
『
押
し
花
教

室
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

１
回
目
は
生
花
で
「
押
し
花
つ
く
り
」

の
基
礎
を
学
び
、
２
回
目
は
「
押
し
花
の

栞
（
し
お
り
）・
万
華
鏡
つ
く
り
」、
３
回
目

は
「
花
パ
ッ
ク
付
Ｌ
Ｅ
Ｄ
キ
ャ
ン
ド
ル
つ
く

り
」
と
押
し
花
を
使
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
小

物
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

受
講
生
は
、
花
の
香
り
を
楽
し
み
な
が

ら
、
花
の
色
や
形
を
組
み
合
わ
せ
て
思
い

思
い
の
デ
ザ
イ
ン
の
小
物
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。
ど
の
作
品
も
華
や
か
で
個
性
豊
か

な
素
晴
ら
し
い
仕
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

も
と
み
や
世
間
遺
産
を
聞
き
ま
し
ょ
う

〜
新
生
大
学
を
開
講
〜

　

白
沢
公
民
館
で
は
、
60
歳
以
上
の
白
沢

地
区
の
在
住
者
を
対
象
と
し
た
生
涯
学
習

講
座
『
新
生
大
学
』
を
６
月
24
日
に
開
講

し
ま
し
た
。

　

開
講
式
に
続
き
第
1
回
学
習
会
と
し
て

「
も
と
み
や
世
間
遺
産
を
聞
き
ま
し
ょ
う
」

と
題
し
、
伊
藤
豊
子
先
生
（
本
宮
む
か
し

む
か
し
の
会
会
長
）
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

本
宮
の
地
名
や
町
の
成
り
立
ち
、
安
達
太

良
神
社
、
塩
の
道
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

昔
語
り
を
は
さ
ん
だ
楽
し
く
わ
か
り
や
す

い
本
宮
市
の
歴
史
の
解
説
に
受
講
生
は
、

感
心
し
な
が
ら

聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。
今
後

も
調
理
実
習
や

一
閑
張
の
か
ご

バ
ッ
グ
作
り
や

筋
ト
レ
な
ど
の

内
容
で
、
12
月

ま
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

新着本新着本

（右）押し花の基礎を学
ぶ受講生
（下）きれいな押し花が
できました

▲第１回学習会の様子

キャラクター
モトム（本夢）くん

しらさわ夢図書館　中央公民館図書室しらさわ夢図書館　中央公民館図書室 ご案内ご案内からの

本宮は　みんなが愛する　本の街 イイベベ ンントト

※ これらの図書は、どちらの窓口からも借りることができます。ただし、移送等で少々時間を頂く

場合がありますので、ご了承願います。（視聴覚資料は、図書館でのみ貸出・返却となります）

夏の特別企画事業
■本宮市読書感想文・　　　　　　
　感想画コンクール作品募集
　募集期間：7月26日（土）～9月19日（金）
　 応募対象：本宮市内の小学生による作品
　 応募方法：応募作品に応募用紙（各小
学校から配布済み）に必要事項を記入し
て、各学校（またはしらさわ夢図書館）
へ提出してください。
　表彰・賞品：感想文の部、感想画の部
　それぞれ、賞状と記念品を差し上げます。
　応募用紙：しらさわ夢図書館、　中央公
　民館図書室に備え付けてあります。
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募　

集

健　

康

福　

祉

イ
ベ
ン
ト

教　

育

観
光
・
文
化

事
業
者

お
知
ら
せ

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

◆
日
時
・
テ
ー
マ　

　

８
月
20
日
（
水
）・
８
月
22
日
（
金
） 

　
　

・
動
脈
硬
化
予
防
に
つ
い
て

　

９
月
24
日
（
水
）・
９
月
26
日
（
金
） 

 

　
　

・
貧
血
予
防
に
つ
い
て 

 
 

　

10
月
17
日
（
金
）・
10
月
31
日
（
金
） 

 

　
　

・
高
血
圧
予
防
に
つ
い
て 

 
 

　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
１
時 

◆
場
所　

え
ぽ
か 

◆
定
員　

各
回
30
人 

 
 

 

◆
申
込
方
法　

各
開
催
日
の
10
日
前
ま
で
に
、

　

申
込
用
紙
を
記
入
の
上
保
健
課
へ
提
出
、　

　

ま
た
は
電
話
で
も
申
込
で
き
ま
す
。 

 

◆
参
加
費　

調
理
実
習
代
（
当
日
徴
収
）

約
５
０
０
円

◆
用
意
い
た
だ
く
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ
ン
ダ
ナ
）、

　

筆
記
用
具

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
課
（
え
ぽ
か
内
）

　

☎
33
―
２
７
８
０

◆
日
時　

８
月
27
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後 

７
時
か
ら
９
時
ま
で

◆
場
所　

中
央
公
民
館　

軽
運
動
場

◆
講
師　

音
楽
療
法
士　

近
藤 

美
智
子
氏

◆
演
題　
『
音
楽
の
力
で

　

心
も
体
も
元
気
に
！
』

◆
対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者

◆
参
加
費　

無
料

◆
定
員　

20
人　

◆
受
付
開
始

　

８
月
11
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

中
央
公
民
館(

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー)

　

☎
33
―
２
６
１
１

◆
日
時　

予
選　

９
月
14
日
（
日
）

            

決
勝　

９
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
開
会
式
（
神
座
）

　
　
　
　

※
雨
天
中
止

◆
場
所　

神
座
運
動
場
・
荒
井
運
動
場

◆
参
加
資
格　

市
内
在
住
の
一
般
男
子

（
高
校
生
以
上
）
で
編
成
し
た
各
行
政

区
単
位
の
チ
ー
ム
を
原
則
と
し
ま
す
。

た
だ
し
、
高
校
生
の
登
録
人
数
に
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
試
合
出
場
は
２
人

以
内
と
し
ま
す
。

　

※
編
成
が
困
難
な
行
政
区
間
で
の
混
成

　

チ
ー
ム
も
可
と
し
ま
す
。

◆
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
を
記
入
の

う
え
提
出

◆
申
込
期
限　

９
月
５
日
（
金
）

◆
参
加
費　

１
チ
ー
ム　

３
千
円

　

※
監
督
会
議
時
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
監
督
会
議
（
抽
選
会
）

　

９
月
９
日
（
火
）
午
後
７
時

　

中
央
公
民
館

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
33
―
２
６
１
１

◆
日
時　

8
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
６
時
か
ら
午
後
６
時　
　

　
　
　

※
雨
天
中
止

◆
場
所　

本
宮
運
動
公
園

　
　
　
　

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

◆
参
加
資
格　

市
内
外
問
わ
ず
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
参
加
費　

無
料

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
随

時
受
付
し
ま
す
。

◆
主
催　

本
宮
市
マ
ラ
ソ
ン
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
実
行
委
員
会

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
33
―
２
６
１
１

◆
日
時　

９
月
３
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時

◆
場
所　

本
宮
市
福
祉
会
館　

会
議
室　

　
　
（
本
宮
字
馬
場
74
―
１
）

◆
対
象
者　

市
内
在
住
、
健
康
で
働
く
意

欲
の
あ
る
60
歳
以
上
の
方

◆
仕
事
の
内
容　

屋
内
外
の
清
掃
、
樹
木

の
伐
採
・
剪
定
・
消
毒
、
草
む
し
り
、

除
草
（
機
械
）、
網
戸･

障
子
・
ふ
す

ま
の
張
り
替
え
、
刃
物
研
ぎ
、
家
屋
の

簡
単
な
修
繕
、
家
事
手
伝
い
、
一
般
事

務
、
筆
耕
、
自
動
車
運
転
、
農
作
業
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
社
）
本
宮
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー　

管
理
係　

☎
34
―
５
２
２
６

え
ぽ
か
の
台
所

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

夏
季
特
別
講
演
会
開
催
の
お
知
ら
せ

第
８
回
市
民
野
球
大
会
参
加
チ
ー
ム

募
集
の
お
知
ら
せ

ありがとう
心静かに手を合わす。

豊かな緑に囲まれた静寂な施設なか、

など、満足のいくサービスを提供いたします。

祭 壇　葬儀用品　お料理　花 輪　贈答品祭壇　葬儀用品　お料理　花輪　贈答品

杜の中の斎場
ほうりん斎場　二本松市上竹２－286－１
ほうりん法要ホール　TEL.0243－23－5520　FAX.0243－22－7377
東 和 斎 場　二本松市針道字鍛冶屋敷 15－１
大 山 斎 場　大玉村大山字玉貫 19－７
福島平野斎場　福島市飯坂町平野字大前田１－４
　　　　　　TEL.024－542－6444　FAX.024－542－4960

●年中無休　●24時間受付　●大駐車場完備
ほうりん大山斎場

0120－43－1194
ヨ サン イ イ ク ヨー

マ
ラ
ソ
ン
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会
開
催
の
お
知
ら
せ
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ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

　

市
内
に
あ
る
家
屋
に
つ
い
て
、
家
屋
台
帳
と

現
況
を
比
較
し
て
、
取
り
壊
し
等
に
よ
る
滅
失
、

ま
た
は
新
築
・
増
築
等
に
よ
る
把
握
も
れ
が
な

い
か
を
調
査
し
ま
す
。

◆
調
査
対
象　

既
存
の
家
屋
す
べ
て

（
住
家
、
店
舗
、
工
場
、
倉
庫
等
）

◆
調
査
期
間
お
よ
び
調
査
地
区

　

※
松
沢
地
区
は
、
平
成
25
年
度
に
調
査

が
終
了
し
て
い
ま
す
。

◆
調
査
の
方
法

①
現
地
調
査
に
入
る
前
に
、
あ
ら
か
じ

め
対
象
地
区
の
家
屋
所
有
者
全
員
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
家
屋
台
帳

の
登
録
内
容
と
現
況
に
変
更
が
な
い

か
確
認
し
ま
す
。

②
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
参
考
に
、
登

録
内
容
と
現
況
に
相
違
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
家
屋
に
つ
い
て
現
地
調
査
を

行
い
ま
す
。

※
現
地
調
査
は
外
観
か
ら
照
合
調
査
を

行
い
ま
す
。

◆
固
定
資
産
税
課
税
へ
の
反
映
に
つ
い
て

①
滅
失
が
確
認
さ
れ
た
家
屋

　

家
屋
滅
失
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、

翌
年
度
の
課
税
に
反
映
さ
せ
ま
す
。（
減
額

と
な
り
ま
す
。）

②
新
築
・
増
築
が
確
認
さ
れ
た
家
屋

　

詳
細
な
家
屋
調
査
を
行
い
、
本
宮
市
全

域
の
家
屋
異
動
調
査
が
完
了
し
た
年
の
翌

年
度
か
ら
課
税
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

※
家
屋
を
建
築
し
た
と
き
に
は
、
建
築

か
ら
60
日
以
内
に
市
長
を
経
由
し
て

知
事
に
家
屋
取
得
の
申
告
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
家
屋
を
建
築
し
た

時
は
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
福
島
県
税
条
例
第
40
条
の
７
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

固
定
資
産
係

　

☎
33
―
１
１
１
１

　
（
内
線
１
６
６
・
１
６
７
）

◆
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

①
介
護
福
祉
士　

３
人
程
度

②
介
護
職
員
（
無
資
格
）　

若
干
名

③
看
護
師　

２
人
程
度

④
管
理
栄
養
士　

１
人
程
度

◆
応
募
資
格

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
こ
と

①
介
護
福
祉
士　

昭
和
50
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
介
護
福
祉
士

有
資
格
者
ま
た
は
平
成
26
年
度
中
に

資
格
取
得
見
込
み
の
あ
る
方

②
介
護
職
員
（
無
資
格
）　

平
成
27
年

3
月
高
校
卒
業
見
込
み
の
方
ま
た
は

平
成
元
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
高
校
卒
業
以
上
の
方

③
看
護
師　

昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
准
看
護
師
ま
た
は

看
護
師
の
有
資
格
者

④
管
理
栄
養
士　

昭
和
60
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
管
理
栄
養
士

の
有
資
格
者
ま
た
は
平
成
27
年
６
月

ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
あ
る
方

◆
受
付
期
間　

８
月
１
日
（
金
）
か
ら

　
　
　
　
　
　

９
月
26
日
（
金
）

◆
選
考
日　
　

10
月
19
日
（
日
）

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
法
人
あ
だ
ち
福
祉
会

　

本
部
事
務
局
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

安
達
ヶ
原
あ
だ
た
ら
荘
内
）

　

〒
９
６
４
―
０
９
３
８

　

二
本
松
市
安
達
ヶ
原
１
丁
目
２
９
１
―
１

  

☎
62
―
０
５
１
５

あ
だ
ち
福
祉
会
職
員
募
集
の

お
知
ら
せ

家
屋
現
況
調
査
を
実
施
し
ま
す

調
査
年
度

調
査
地
区

平
成
26
年
度

（
７
月
中
旬
〜　

　
　

12
月
下
旬
）  

長
屋
・
和
田
・
白
岩

 

稲
沢

平
成
27
年
度

 

糠
沢
・
荒
井
・
高
木

 

仁
井
田
・
岩
根

平
成
28
年
度

 

本
宮
・
青
田
・
関
下

　  本宮市では、計量法に基づく検定満了期間である８年が経過
する水道量水器の交換を実施しています。今年も８月に交換を
予定しており、該当するお宅へは、市から直接通知して
います。

　  なお、交換は市で委託した業者が行います。特
に立ち会いは必要ありませんが、留守のお宅に
つきましても交換しますので、ご了承ください。
交換に要する費用などは、市が負担します。

   ◆問い合わせ先
    上下水道課 業務係☎33-1111( 内線117･118)

水道量水器（メーター）は８年に１回交換となります水道量水器（メーター）は８年に１回交換となります

接通知して

特特特特特特特
に
。
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ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

☎日本司法支援センター

　

イ
ノ
シ
シ
や
ク
マ
な
ど
に
よ
る
農
作
物
被
害
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
農
作
物
や
人
的
被

害
を
防
ぐ
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

本
宮
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
の
活
動

　

市
で
は
、
本
宮
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
に
有
害

鳥
獣
対
策
と
し
て
の
活
動
を
委
託
し
て
い
ま

す
。
捕
獲
隊
は
、
農
作
物
被
害
現
場
の
調
査
、

わ
な
な
ど
捕
獲
機
材
の
設
置
や
巡
回
に
よ
る

捕
獲
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ク
マ
の
出
没

時
に
は
注
意
を
喚
起
す
る
看
板
の
設
置
や
、

周
辺
地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
、
市
・
警
察
署

と
と
も
に
行
っ
て
い
ま
す
。

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
資
材
購
入
事
業

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
を
防

止
す
る
た
め
、
農
地
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
電
気
柵

な
ど
の
設
置
に
か
か

る
費
用
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課

　

☎
33
―
１
１
１
１

　
（
内
線
１
６
６
・
１
６
７
）

白
沢
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

　

☎
44
―
２
１
１
５
（
直
通
）

お直し工房
ロゼクリーニング本宮店 ㈱カミカワ服飾
■お問合せ　TEL33ー4512

衣料品全般
こんなお困りありませんか

・なんか体に合わない！・なんかみっともない！
・サイズが大きい・小さい・長い・短い！
・お譲り品で体に合せたい・病気で痩せてしまった！

学生服全般

買うよりお得！
紳士・婦人各種

本宮市本宮字中條１４〔二本松信金となり〕

有
害
鳥
獣
の
被
害
が
増
え
て
い

ま
す

個人事業税のお知らせ
　個人事業税は、県内に事務所・事業所を設け、
物品販売業や不動産貸付業など、法律で定めら
れている事業を行う個人の方に納めていただく
県の税金です。
　課税対象となる方には、県北地方振興局県税
部から８月８日頃に納税通知書をお送りし、納
期限は第１期分が９月１日まで、第２期分は12
月１日まで２回に分けて納めていただくことに
なっていますので、納期内の納付をお願いしま
す。ただし、税額が１万円以下の場合は、９月
１日までに一括して納めていただくことになり
ます。

お勧めします。口座振替制度
　個人事業税については金融機関の預金口座か
ら自動的に納めることができる口座振替の制度
がありますので、ぜひご利用ください。※手続
き用紙は、納税通知書に同封してあります。ま
た、県北地方振興局県税部窓口にも用意してあ
ります。
　◆問い合わせ先
　　県北地方振興局県税部
　( 個人事業税課税について）
　 課税第一課 ☎０２４－５２３－４６９８
　( 口座振替制度について）
　 納税課　 　☎０２４－５２３－３５９４

なりすまし詐欺（オレオレ詐欺）
手口が巧妙化する「振り込め詐欺」に

ご注意を！
　全国的に、息子や孫を名
乗る「オレオレ詐欺」や警
察官・官公庁職員などを名
乗って「カードを預かる」
などと言って自宅まで来て
キャッシュカードを騙し取
り、現金が引き出されると
いった振り込め詐欺の被害

が発生しています。

被害に遭わないために !!
・不審に感じたら、最寄りの警察署にすぐに相談する。
・１人で判断せずに家族に相談する。
・公的機関がカードを使って現金を還付することはな   
いので、「還付金」、「キャッシュカードを預かります」
という電話は、まず「詐欺」を疑う。
・他人にキャッシュカードを渡したり、暗証番号を教
えない。

◆問い合わせ先
　防災対策課　防犯安全係

☎33-1111　（内線177）
白沢総合支所　市民福祉課　生活安全係
☎44-2114　（直通）

郡山北警察署本宮分庁舎　☎33-3110
パトロールを行う捕獲隊の方々



16広報もとみや８月号

お
知
ら
せ

募　

集

健　

康

福　

祉

イ
ベ
ン
ト

教　

育

観
光
・
文
化

事
業
者

知らせお

施設検診
　今年３月に実施した「各種検診についての意向調査」で市の施設検診を希望され
た方、また、集団検診を受診されていない方を対象に施設検診を実施します。
◆実施期間　８月１日（金）～12月31日（水）
◆対象者　市の集団検診を受診されていない方で「意向調査」にて市の施設検診を希望された方
　　　　※希望されなかった方でも、今からのお申し込み可能ですのでお問い合わせください。

◆受診方法　事前に医療機関へ電話予約をして受診
◆受診に必要なもの　施設検診受診録
◆医療機関　受診録に同封されている「医療機関一覧」をご覧ください
◆検診料金

女性検診
8月から子宮頸がん検診・乳がん検診が始まります。３月に実施した意向調査で希望した方へはす
でに必要書類を送付しています。まだお申込みでない方でも受けることができますので、ぜひお
受けください。
◆検診料金

◆集団検診日程
　4月広報「健康カレンダー」をご覧いただくか、保健課までお問い合わせください。

◆申込・問い合わせ先　
　特定健診・後期高齢者健診について　市民課　国保年金係　☎33-1111（内線126）
　がん検診について　　　　　　　　　保健課（えぽか内）　健康増進係☎63-2780

検診項目 対象年齢 料金 無料になる方

特定
健康診査

40～74歳
国保加入者

1,000円
◆70歳以上の方
◆生活保護世帯の方
◆市民税非課税世帯の方
◆身体障がい者手帳1，2級の方
◆療育手帳Ａ，Ｂの方
◆精神保健福祉手帳1，2級の方
※上記の手帳をお持ちの方は、医療機
　関の窓口に提示してください。

後期高齢者 75歳以上 無料

肺がん検診（胸部） 40歳以上 200円

胃がん検診 30歳以上 1,200円

大腸がん検診 30歳以上 100円

前立腺がん検診 50歳以上（男性） 300円

肝炎ウイルス検診 40歳 300円

検診項目 対象年齢
料金（自己負担）

集団検診 施設検診

子宮頸がん 20歳以上の希望者 300円 700円

乳がん 30歳以上の希望者

30歳代　　600円
40歳代　　800円
50歳代　　600円
60歳以上　400円

30歳代　　500円
40歳代　　600円
50歳以上　600円

水道工事はお任せ　本宮市水道工事指定店会！
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真心・親切、お客様の足となり日々安全運転！
一般貸切旅客自動車運送業
　　　　小型バスから大型バスまで

〒969－1101　福島県本宮市高木字猫田53－１
0243－34－4450TEL 0243－34－4481FAX

観光・研修会・冠婚葬祭等バスのご用命は

協和交通株式会社

検診のご案内検診のご案内
健康診断はあなたの体への“いたわり”です

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。
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台風に対する備えは台風に対する備えは
大丈夫ですか ?大丈夫ですか ?

「ダイヤルイン」に変わると？
　現在、本宮市役所へお電話をいただくと、
電話交換手につながり、担当課へおつなぎし
ています。10月から担当課へ直接電話するこ
とができるダイヤルインに変わる予定です。
着信履歴には各課の電話番号が表示されま
す。詳細については広報もとみや９ 月号でお
知らせします。
　なお、担当課がわからない場合などは今ま
でどおり代表電話へおかけください。

◆問い合わせ先　
   総務課　総務係　☎33-1111（内線216）

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

市役所の電話は市役所の電話は
各課直通（ダイヤルイン）になります！各課直通（ダイヤルイン）になります！

  大規模な台風が発生すれば、大きな被害が予
想されます。
  早めの対応が不可欠！
  情報は防災無線、メディアなどから入手し、
正確な判断が重要です。

いざという時の備えは早めに

停電などの備え
　懐中電灯や携帯ラジオ、携帯電話の充電
避難のための備え
　水、食糧、薬、衣類、家族間の連絡手段、
　避難場所の確認
☆７２時間が重要 !!!（生存にかかわる時間）
　災害時には、正確な情報の把握と早めの対応
が、被害を最小限にすることに結びつきます。

                         ◆問い合わせ先
　                         安達地方広域行政組合　
                            北消防署　☎24－1573
　                         南消防署　☎33－2875

と　き：８月８日（金）午後1時30分～
　　　　８月23日（土）午後1時30分～
ところ：えぽか　健康増進広場
ないよう：ストレッチ
　　　　筋力アップトレーニング
もちもの：水分補給用の飲み物
　申込は不要です。動きやすい服装でお
いでください。
◆問い合わせ先
　保健課（えぽか内）健康増進係

☎63－2780

今月のボディリメイクスクール今月のボディリメイクスクール

電話交換手

担当者

電話交換手

担当者
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全国消費実態調査に全国消費実態調査に
ご協力をお願いしますご協力をお願いします

　9月から11月の3カ月間にわたり、平成26年全国
消費実態調査が全国で実施されます。
全国消費実態調査は、国民の暮らし向きを家計の
面から総合的にとらえ、我が国の所得、消費およ
び資産の水準や構造を明らかにすることを目的と
し、「統計法」という法律に基づいた基幹統計調査
として実施します。
　調査員証を携帯した統計調査員が調査票への記
入のお願いに伺いますので、調査の意義・重要性
をご理解いただき、ご協力をお願いします。

◆問い合わせ先
　政策推進課　行政経営係

　☎33－1111( 内線220)

　

区分 新しい保険料率

均等割額 ４１,７００円

所得割額 ８．１９％

後期高齢者医療制度のお知らせ後期高齢者医療制度のお知らせ

　地域の方々のちょっとした「目くばり」
「気くばり」で子どもたちを虐待から救え
ます。「おやっ？」と気になることがありま
したら迷わず連絡してください。

児童虐待を防ぎましょう児童虐待を防ぎましょう

◆問い合わせ先　
子ども福祉課（家庭児童相談員）　
☎33－1111（内線135・136）

全国共通ダイヤル
０５７０－０６４－０００
（24時間、児童相談所につながります）

　後期高齢者医療保険における
　　　　入院時食事療養費の改正について
　　限度額適用・標準負担額減額認定証（市町
村民税世帯非課税の認定）を受けている方の
入院時の食事代は１食あたり210円ですが、認
定を受けている期間において過去12ヵ月の入
院日数が90日を超えた場合に、改めて申請い
ただくことで１食あたり160円に減額されま
す。８月１日からこの入院日数の算定につい
て、後期高齢者医療保険に加入する前の医療
保険における入院日数が加算できることとな
りました。該当する方は市民課国保年金係に
お問い合わせください。

　◆問い合わせ先
　　市民課　国保年金係　
　　☎33－1111（（内線125～127）

　保険料率が決まりました（平成２６年度）
　　保険料率は、福島県内の後期高齢者の方の２
年間の医療給付費（総医療費から窓口負担額を
除いた額）を推計し、２年ごとに見直しを行っ
ています。

　　平成26年度の保険料は次のとおりです。

　　平成26年度の保険料額及び納付方法について
は、８月中に市民課国保年金係から通知いたし
ます。所得の低い方や被用者保険の被扶養者で
あった方に対する「保険料の軽減」は、平成26
年度も継続されます。

～さしのべた　その手がこどもの　命綱～

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。
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ごみの収集を休みます

●お盆休みのため
8月14日（木）
15日（金）
16日（土）

　ゴミステーションへごみを出さないようご協力
ください。
　もとみやクリーンセンターへの個人搬入もで
きません。

し尿処理収集を休みます

●お盆休みのため
8月14日（木）
15日（金）
16日（土）

　早めの収集依頼をお願いします。

◆問い合わせ先
　もとみやクリーンセンター ☎33－5499　　　　
　
　生活環境課　環境係 ☎33－1111（内線113）
　白沢総合支所　市民福祉課　生活安全係
 ☎44－2114（直通）　　

■ハワイアンコンサート
　と　き：８月２日（土）
　　　　　午後２時～３時
　ところ：健康増進広場
　内　容： 夏ならではのハワイアンの音楽をお楽

しみください。
　出　演：堀川明とヒロアイランダース
■むかし話に親しむ会
　と　き：８月９日（土）
　〈第１部〉
　時　間：午前10時～11時30分
　場　所：健康増進広場
　内　容： 「屁ったれ嫁」など

語り部による味のある昔話をお楽し
みください。

出　演：本宮むかしむかしの会
〈第２部〉
　時　間：午後１時30分～３時
　場　所：和室
　内　容： 「むかし話おもしろ再話の学習会」
　ゲスト：三島町　伝承語り部　五十嵐七重先生

興味のある方は、お気軽にお申込く
ださい。

申込方法：電話で申込（当日参加も可）
　※参加費は無料です。
◆申込・問い合わせ先　えぽか　☎63－2780

イベントイベント

資源回収ってどんなことをするの
１　市へ資源回収団体として登録します。
２　町内会や各種団体で、資源物の回収を
定期的に実施する。

３　集めた資源物の回収運搬を直接資源回
収業者に依頼し、資源物売却代金を受け取
ります。（資源回収業者と事前に打ち合わ
せが必要です。）

４　資源回収推進報償金交付申請書に回収
量の分かる伝票の原本を添えて、市民部生
活環境課または、白沢総合支所市民福祉課
に提出します。　

５　団体名義の預金口座に、報償金の交付
決定金額が振り込まれます。

報償金をお支払いします
　　資源回収を実施している団体には１キロ

当たり６円の報償金を交付しています。こ
の報償金は団体の運営費として有効活用す
ることができます。

　本宮市では、さらなるごみの減量化を図り、家庭から出された再生利用可能なごみを、再
資源として有効利用しリサイクルを進めるため、集団資源回収を実施している団体に報償金
を交付しています。現在、70団体の登録があり、ごみの減量化に協力していただいています。
　皆さんの地域で、またはグループで参加してみませんか。 

資源回収をしている団体
　町内会、ＰＴＡ、母親クラブ、愛護会等の各
　種団体
資源回収対象品目
　古紙類：新聞紙、雑誌・広告、段ボール、
　　　　　牛乳パック
　ビン類：酒ビン、ビールビン等　　　　
　金属類：アルミ缶、スチール缶等
　布　類

◆問い合わせ先　
　生活環境課　
　環境係 
　　☎33－1111（内線113）
　白沢総合支所　
　市民福祉課　生活安全係
　　☎44－2114（直通）　
　資源回収報償に関する本宮市ホームページ  
　http://www.city.motomiya.lg.jp/soshiki/10/50.html 

資源回収報償金のお知らせ資源回収報償金のお知らせ
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市営住宅の募集状況

※ただいま募集はしていません。
◆問い合わせ先　建設課建築係 ☎33‒1111（内線145）

（　）は、対前月比
※集計方法の違いにより福
島県が発表する数値と異
なることがあります

市のすがた（平成26年７月１日現在）

男　性 14,992人（△ 5）
女　性 15,546人（△ 5）
総人口 30,538人（△10）
世帯数 9,803世帯（　12）

漏水当番のお知らせ

　月　日　　　水道工事指定店　電話番号
８月２日（土）　㈲三和設備 44‒4542
８月３日（日）　㈲浜野和水道 33‒2788
８月９日（土）　㈲本宮設備 33‒2592
８月10日（日）　オオナミ㈱ 33‒1001・33‒2412
８月16日（土）　㈲光設工業所 48‒2413・33‒1895
８月17日（日）　㈱小山設備 33‒3031
８月23日（土）　㈱タカマツ 33‒5242
８月24日（日）　㈲須藤住機工業 48‒2357
８月30日（土）　㈲三和設備 44‒4542
８月31日（日）　㈲浜野和水道 33‒2788
９月６日（土）　㈲本宮設備 33‒2592
９月７日（日）　オオナミ㈱ 33‒1001・33‒2412

納期のお知らせ

市県民税 2期
国民健康保険税 2期
介護保険料 2期
後期高齢者医療保険料 1期
上下水道使用料 6・7月分
集落排水使用料 6・7月分
下水道受益者負担金 2期
住宅使用料 8月分
住宅駐車場使用料 8月分
保育所保育料 8月分
幼稚園保育料 8月分
幼稚園預かり保育料 8月分
放課後児童保育料 8月分

※宅内の漏水で、早急に修理の必要がある場合のみの対応とな
ります。通常の修理には対応できませんので、ご了承ください。
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６月の交通事故発生状況
件数 死者 傷者

本年 8（ 36） 0（1） 13（51）
前年 15（ 46） 0（0） 17（49）
増減 △7（△10） 0（1） △4（ 2）
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※口座振替をご利用
の方は、上記納期
限の前日までに、
預金残高の確認を
お願いします。

○6ページ
　話題TOPICS
　鈴木哲弥さんの住所
　【誤】和田字寺内
　【正】白岩字寺内

○10ページ
　こどものひろば
　５年男子100メートル走１位
　【誤】伊藤 舜
　【正】伊東 舜

お詫びと訂正 平成26年７月１日発行の広報もとみや７月号（№90）の掲載記事に
誤りがありました。お詫びして訂正します。

納期限
9月1日（月）



21 広報もとみや８月号

　病院群輪番制は、休日または夜間における入院治療を必要とする重症救急患者の医療を確保することを目的に、安達管内の病院（上記の４病院）が輪番制で診療にあたる
ものです。診療科については、病院にお問い合わせください。

きぼうホットラインきぼうホットライン
本宮市心の健康づくり相談事業

☎0 2 4 3ー 3 4ー 5 5 6 0
毎週水曜日　10：00から17：00まで

　現代社会では、多くの方がストレスを抱え
て生活しています。ひとりで抱え込まずに相
談してみませんか。本人・家族どなたでも相
談可能です。予約不要、秘密は厳守します。

☎0 2 4 3ー3 4ー5 5 6 0
（相談して）　　　　み よう　　 こ　こ　ろ まる

保健衛生だより保健衛生だより
８月の健診日程

※健診対象者には、個人通知をお送りします。（すでに受診している方は対象外となります。）
※健康診査には「母子健康手帳・バスタオル」をお持ちください。健康相談には「母子健康手帳」をお持ちください。
【「母子健康手帳」は、保健課（えぽか内）で発行しております。】

問い合わせ先　　　●保健課　健康増進係（えぽか内）　☎63－2780

日曜・祝日当番医　診療時間　９：00～17：00（昼休み12：00～14：00）　※は、９：00～12：00

８月31日（日）
みうら内科クリニック（二本松市羽石） 22－5512
（医）しかの眼科（二本松市油井） 62－2520
（医）上遠野内科医院【小児】（本宮市本宮字荒町） 33－5866

９月７日（日）
（医）森小児科医院【小児】（二本松市郭内） 22－3215
（医）辰星会　枡記念病院（二本松市住吉） 22－3100
池田眼科医院（本宮市本宮字仲町） 34－4100

９月14日（日）
（医）博愛会　東和クリニック【小児】（二本松市針道） 66－2122
（医）慈水会 みずのクリニック（二本松市根崎） 23－5158
吉田耳鼻咽喉科医院（本宮市本宮字万世） 34－1330

９月15日（月）
渡辺医院【小児】（二本松市正法寺町） 62－3000
（医）静心会　斎藤医院（二本松市若宮） 22－0036
やなぎほり皮膚科クリニック（本宮市高木字平内） 24－1028

８月３日（日）
（医）社団実生会 土川産婦人科医院【小児】（二本松市松岡） 22－0035
二本松ウイメンズクリニック（二本松市亀谷） 24－1322
（医）幹正会 よしだ内科（本宮市本宮字一ツ屋） 63－2333

８月10日（日）
（医）佐藤内科胃腸科医院【小児】（二本松市油井） 22－0174
しんいち内科（二本松市油井） 24－8420
いしわたクリニック（本宮市荒井字東学壇） 63－2826

８月17日（日）
土川内科小児科【小児】（二本松市槻木） 22－6688
（医）成美会 鈴木皮フ科クリニック（二本松市本町） 22－6877
（医）渡辺クリニック（本宮市高木字高木） 34－3311

８月24日（日）
（医）安斎内科胃腸科医院（二本松市若宮） 22－3001
（医）菊慈会 きくち整形外科（二本松市油井） 23－2627
（医）坂本クリニック【小児】（本宮市本宮字千代田） 34－1188

◎＝夜間（18：00～翌日８：00）、●＝休日＋夜間（８：00～翌日８：00）病院群輪番制日程表

月 ８月 ９月
日 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10111213141516171819202122232425262728293031 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 101112131415

曜　 日 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
枡記念病院 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ● ◎
枡 病 院 ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ●
谷 病 院 ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ●
二本松病院 ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

種　　　類 対　　　　　象 月　　日 受付時間 場　　所
４カ月児健康診査 平成26年４月１日～４月30日生まれ ８月７日（木） 13：00～13：30

えぽか
（本宮市民元気いき
いき応援プラザ）
※本宮字千代田地内

10カ月児健康診査 平成25年10月１日～10月31日生まれ ８月27日（水） 13：00～13：30

１歳６カ月児健康診査 平成24年１月１日～２月９日生まれ ８月25日（月） 13：00～13：30

３歳児健康診査 平成23年４月１日～４月30日生まれ ８月28日（木） 13：00～13：30

親と子の健康相談 妊婦・乳幼児～高校生の保護者 ８月８日（金） 10：00～11：00

　休日の診療に際しては、終了時間間際でなく、余裕を持って受診されますよう、お願いいたします。
　なお、緊急を要する場合はこの限りではありません。 【小児】は、小児科の当番医療機関
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